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449　 　　 エ ス トロ ゲン、プロ ゲス テ ロ ン投与が

　日餬贈 灯細胞の 活性化に およぼす影響
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般講演 目産婦誌48巻臨時増 団

450　　　 子宮動脈で の nitric 　oxide （NO＞お よ び

PGI2の 産生
・
遊 離能 の 加齢性変化 と肥厚性血管病

変の発症

線属大

ノ幡 哲郎、餅 木
．
L：、本多晃、東fl条義弥、　 tl「utg泰明、

［：ヨ」中憲一

東京医歯大 ・同医用 器 材研 究所
＊

尾 林　聡 、佐藤　潤 ＊ 、濱嵜秀久＊ 、小 山嵩夫、

東 洋 ＊
、 麻生武志

「同的二胸腺外T細胞は肝臓で分化 するT細胞で、

妊娠、加齢、坦癌状態、自己免疫痴憲などで活剰、

化される ことが知られ て い る。本研究で は卵巣摘

出お よびエ ス トロ ゲ ン、プ ロゲス テ ロ ン投与が胸

腺外 1細胞の 活性化 に与え る影響に つ いて検討 し

た．． ［方法二12週 齢の C31−1／HeN マ ウ ス をD卵巣

摘出（OVX ）群 　2）O丶N 十17i’］Estradioi　i　O μ9／ヒ〔）dy

投 与・（OVX 十E）群，3）OVX 十 4−1’regHene −3，20−

cli（mel25 μg 投与（QVX 十B群、4）（WX 十EP投与群 、

（E、P ぽ旧 毎に皮下濁 5）偽手術群 に分類した．

1／tlvO、5、15、3〔1に脱血後屠殺し，胸腺、　 lj「臓、

脾臓よ りリンパ 球 を分離 した後、CD3 、　 II2R一β

d’iain 、　 CD4 、
　 CD8 に対するモノクロ

ー一
ナル抗体

にて染色し、Flo、v　tYto］lk｝i．ly に て解析を行 っ た

［戚績」胸腺リンパ 球数はOVX 群で軽度増加 し、

OVX ｝E 群，　 OVX ＋ EP群で は君
：

減した　肝 リンハ

球数 は，OVX 群で 軽度低
．
ドし、　 OVX ＋E 群、

OVX ＋EP群で 増加 した　肝におけるCD3 ＋II．2R　iS

十T細胞　（胸腺タド1
’
甜朋包）は（．）Vx 群で はDa》

・0：20％

か らDay15 ：B ％ と低下 したが、　 OVX ＋E 群．

OVX ＋EP群で はDay 　l　533％、28％ と増加 した．胸

腺では、E投与群でCD3 十 iL2Rβ十
「
1
’
細胞が認め ら

れ る ようにな り、CD4＋CD　8＋（d〔x1Ue　p〔｝
’itive）
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胞は減少 した、CD4、　 CD8 の変化に注冂する と，

OVX に よ り肝 で はCD ・1＋細胞の減少が認 め られた

が、（）XIX
−
十E群、　 OVX 十即 群で はいずれ も増加 し

た，　 ［結論］胸腺外T細胞は卵巣摘出群で減少し、

エ ス トロ ゲン投与群で 増加 が認 め られ、その 活性

化にはエ ス トロ ゲン を介した経路の 存在が示され

た ．また、卵巣摘出後の エ ス トロ ゲン の 投与によ

り（D1 ＋ 細胞は増加し、細胞性免疫 の 活性化が認

められた。

【目的】ヒ ト子宮動脈上行枝（UA）で の 、　 NOお よ び

PGI2の 産生遊離能が加齢に伴 っ て 変化する か 否 か 、

また、肥厚性血管病変発症 との 関連性の 有無 につ

い て検討した 。

【方法】婦人科疾患手術時に予 め患者 の 了解を得

て UAを摘出 し 、
　 norepinephr 　ine（NE：10−9〜10−4M）

誘発 の 等尺性 収縮実験 を37〜49歳 （G1，n＝15）、50

〜59歳（G2，n213 ）、60歳以上 （G3，n ＝ 9＞の 3群に分け

て行 っ た 。 また、各群に おい て 、 NO合成酵素阻害

剤 で あ るNG−nitro −L−arginine （LNA：10凾4M）お よ び

indomethacine（IM：10一黜）のNE誘発収縮反応 に対す

る影響と、UAの 肥厚性変化を組織学的に比較検討

し た 。

【成績】 1）G3の UAで は、全標本 にお い て 肥厚性変

化が観察され た が 、Glお よ びG2の UAで は 肥厚 の あ

る群 （GIH，G2H）とな い 群 （GIN，　G2N）に 2分 された 。

2）全て の UAにお い て濃度 依存性 の NE誘発収縮反応

が観察され た 。 3）LM 前処置 に よ り、GINに お い て

の み NE収縮 は有 意に増強 （mean ：26．6％）され た 。

4）IM前処置に よ りGIHお よ びG2Nに お い て NE誘発収

縮反応が有意に 増強（25，1％，35．8％）された 。 5）G211

お よびG3で は LNA、　 IMと もに影響が認め られ なか

っ た 。

【結論】1）UAで は加齢に伴 い 肥厚性変化が多く認

め ら れ た 。 2）NE誘発血 管収縮 に際して 、拡張因子

の NOな らび にPGI2が 同時 に 産生
・
遊離され る 場 合

が あ っ た 。 3）肥厚 性変化 の 認められな い UAで は、

NE誘発収縮に際 し比較的若年で は NOが 多く、一方、

高齢に なる とPGI2が多く産生 ・遊離され る。4）UA

の 肥厚性病 変発症 とNOな らび にPGI　2の 低 下 と が密

接に 関 わ っ て い る 可能性が示唆さ れ た 。
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